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クスの弟子W.ペッファーの教室における留学から帰国した明治 28年のことである。我が国の
植物生理学のはじまりはこうして、長松篤斐でなく、三好学の手になったわけである。
学習院教授時代の明治 23年、命により長松らは「学習院学制J1学制取調理由書」を作成し
た。これにより、貴族の教育のための学科目の改正が行われることになった(学習院百年史」
昭和 56年)。その結果、同年 8月、長松は院長から宮内大臣宛の申請“本院学制改革ニ付本人
ノ知キ博物学ノ専門家ヲ要セサルニ付非職被命度…"が認められて非職となった。自らが関与
した学制改革で自らの首を切った結果になったわけである。明治 26年、東京火災保険株式会社
株主総会 (1東京火災保険株式会社 50年史J昭和 13年)で取締役の年俸は 3-500円ときめら
れた。したがって、長松が収入を理由に学習院をやめて会社に入ったとは考えにくい。それよ
り、何らかの理由で植物学界の“失敗者"となり、学習院もやめ、岳父の世話で実業界に入っ
たとみるのが自然であろう。長松が東京植物学会創設(明治 15年、のちに日本植物学会)初期
から、実業界、政界で活躍し、死に至る昭和 16年まで、学会会員であったという事実は興味ぶ
かし'0
植物生理学を学ぶ者として、日本における植物生理学はどのように誕生したか、これはぜひ
知りたいところである。それにしても、その重要な要にあったと思われるこの長松篤楽につい
て解らぬことが多すぎる。この稿に至るまで、ずい分多くの方々からご援助をいただいたが、
さらに、資料など御教示を頂ければありがたい。(岩波書庖「図書J6月号、 22-28頁、 1984)
「長松篤棄の人生J
今年 7月 12日、私は山口線湯田温泉駅に降り立ったり我が国の植物生理学者第一号であり、
のちに保険業界の重鎮になった長松篤莱が生れ育った旧長松邸を訪れるためであった。
この旧邸は、現在は山口市矢原 648となっているが、もと吉敷郡矢原村といった。山口線「矢
原jと「湯田温泉jのほぼ中間に位置し、田圃に固まれたひなびた田園の一軒屋である。私は
まず藤本鶴子氏を訪ね、同氏の案内で旧長松邸に伺った。藤本氏は長松篤莱の子息太郎氏夫人
長松治子氏が紹介して下さった方で、その夫君孝介氏の祖父の兄藤本松五郎が長松家ゆかりの
人物だったわけである。すなわち、篤楽の父で医師でもあった幹(みき)の従者として松五郎
は薬箱をかついで伴をしていたそうである。旧長松邸の当主は増原浩という方で、中学の先生
である。旧邸の近くには長松家の墓地もあって、篤業の祖父「玄厚」らの墓碑が現存している。
藤本氏の嫁女が私の訪問のため、前もって草を刈り、掃除をしておいてくれた。長松邸はもと
もと平屋だったそうであるが、何度かの改築によって現在は二階建になっており、新建材によ
る改装も行われていた。しかし増原氏夫妻に招じ入れられた座敷はほぼ原形を止めているよう
で、欄問、天井、床のすすけた木の面は百数十年の歴史を感じさせた。生垣も当時のままだそ
うであるが、庭石などの模様は多少変わったそうである。また、当時この邸の目印になってい
たという大きな松の木は切り取られたという。この土地の近辺には維新の折に活躍した人たち
の生家が多くあるが、このようにひなびた、いわば片田舎で、なぜ国を動かす多くの人材が輩
出したのか私は不思議な気がした。長松篤莱は幹の次男として元治元年 (1864年)この地で生
れ、明治 2年 (1869年)、新政府の太政官大史小弁となった父に伴われ、母、兄周造とともに
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東京へ移った。明治元年、父は新政府議政官史官となって京都へ赴いたが、このとき一家も京
都へ移ったかどうかはわからない。いずれにしろ、篤楽は 4-5歳までこの山口の田舎で、育った
のち、ドイツへ留学するまでの 15年間に東京に住んだことになる。
フランケン大司教の地ヴュルツブルクはマイン川のほとりの美しい町である。 1945年、町の
大部分が爆撃で破壊されたが、終戦後ほぼ元通りに復興し、現在では昔とおりの面影を残して
いるという。町の南部には、ノイマンの手になる壮麗なバロック建築のレジデンツがある。我
が国との関連では、シーボルトの出身地として知られており、その碑が残っている。バイエル
ン州の北端に位置し、いわゆる“ロマンチック街道"の出発点にもなっている。 x線を発見し
たレントゲンで知られる物理学教室は中央駅の近くに残っているが、その近くにあった植物園
と植物学教室は焼失し、現在は市の西南郊外に近いミットレーラー・ダレンベルク通りに移っ
ている。マイン川をへだてた西の丘の斜面にはブドウ畠、その上にはマリエンベルク城がそび
え、町を見下ろしている。古いマイン橋を渡ると市役所、そして右手にドームがある。平たい
円形の瓶に入ったフランケンワインはこの地方の特産ワインで、シーボルトもレントゲンも、
そして長松篤莱もこのワインを楽しんだであろう。ルートウイッヒ街にある私の常宿“ホテル・
アンバーガー"の一室で朝、 ドームの鐘の音で目覚めるとき、百年あまり前、長松もこの町の
どこかの下宿で、同じ鐘の音で目覚め、故郷を思ったであろうと想像したものである。かつて 20
数年前、私が留学のため北欧の小さな大学町に赴き、はじめての朝を迎えたときのわが身を思
い出す。幼時を山口で過ごしたのち、少年時代の大部分を東京で暮らした長松ではあるが、明
治初年の東京にくらべると、ヴ、ユルツブルクや、鴎外と遊んだミュンヘンは東京とは異質の近
代的都市であったであろう。
現代の基準から見ると、長松が学位を得た研究は、数ヶ月間の実験記録のようなもので、い
ろいろな種類の植物の葉緑体におけるデンプン生成を比較したものである。しかし、植物生理
学の創設者として名声を得ていた師のユリウス・ザックス教授が褒めるほどの出来具合であっ
たらしい。今の日本では大学の数もふえ、“石を投げれは博士に当る"という位で、“学士様な
ら娘を嫁にやろう"どころか、博士になっても“オーヴァードクター"とよばれ、定職がなく、
嫁の来てくれ手もないという時代である。植物学の分野で、日本ではじめて、しかも日の出の
勢いのドイツ帝国の有名大学で学位を得た長松は、当時としてはエリート中のエリートであっ
たはずである。しかし、彼が帰国後に得たものは学習院教授という地位で、年俸千円、しかも
当時の学習院は小、中学校レベルの学校であった。当時、帝大教授は年俸 4、5千円を得ていた
から、長松の得たものは“ドクトル"としては予想以上に低いものであったに違いない。東京
大学において明治 29年に初めて植物生理学講座が創設され、教授に任じられたのは、ザックス
の弟子であったヴイルヘルム・ペツファーのもと(ライプチッヒ)に学んだ三好学である。三
好学は大学院学生のときに留学し、帰朝後、教授となり理学博士の学位を得た。記録によると
三好は留学に出発するとき、帰朝後は教授の席が約束されていたという。つまり、留学、研究
実績というものより以前、長松や三好の将来はすでに決められていたらしい。恩賜の銀時計を
得た三好にくらべ、長松は全く不遇で、あったわけである。
なぜ長松が植物学を選んだかという疑問と同じく、長松が学習院をやめて明治 26年 (1893)
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東京火災保険会社に取締役として移ったのはなぜかという疑問がある。なぜ長松はこのような
人生の大転換をしたのであろうか。人生半ばで人生の大転換をした人はたしかに少なくはない。
たとえば、科学者から音楽家、音楽家から政治家など、いくつかの例はすぐに思いつく。ニュ
ートンのように晩年、造幣局長になってニセ金造りを取締まった人、ラボアジエのように徴税
吏までやったためにギロチンの露と消えた、などの例もある。現代でも、出身学科と全く無関
係な分野で活躍している人は結構多いようである。これらの転換には人それぞれ独自の理由が
あってのことであろう。しかし、今から百年も前に日本がまだ国際社会の仲間入りをする前に
植物学に興味をもち、ドイツに渡り、学位を得て帰国しながら数年にして植物学から保険業界
に転じ、そこで成功する、というのはどう見ても特異な人生といえる。
当時の私費留学生の場合、遠い欧米へ留学するためにはいくつかの条件が整っている必要が
あったであろう。たとえば、当人がある種の特権階級に属し、かっそのための経済的基盤を備
えていることが条件であったであろう。さらに、外国に関する情報と行先とのツテも必要であ
ったであろう。長松が留学した明治 17年当時、父の幹は元老院議員で、明治政府の高官に多く
の友人をもっていた。また、すでに明治 4年、兄周造は大蔵卿井上馨のひきで、その養子と英
国へ官費留学している(病のためやがて帰国し死亡)。さらに母方の叔父松野欄(のちに東京大
学林学科教授)が明治3年、北白川宮の家従としてドイツに渡り、高等森林学校を卒業し、 8年
に帰国し、政府山林役人として林業で仕事をしている。松野はまた、 9年来日したドイツ人クラ
ラ・チーテルマンと結婚した(松野の在独中に結婚の約束をしたという)。巌谷小波の「我が五
十年J(大正9年)によると、長松は政府高官の子息として学習院、英語学校(予備門)へ通い、
幼時から何不自由なく育っている。また、ドイツ留学後も、森鴎外の「独逸日記」の描写から
想像すると、不自由のない生活を送っていたように思われる。これら長松のおかれていた環境
から察すると、彼がドイツへ留学するための条件は十分に備えられていたように思われる。但
し、長松が英語学校を退学後、京都中学、静岡中学と渡り、東京大学植物学科でも本科でなく
選科学生として学んでいたことは疑問点として残る。植物学を選んだのは叔父の影響ではなか
ろうか。
学習院教授を辞し、彼がなぜ東京火災保険株式会社に取締役として入社したのかは最大の疑
問である。これは長松が 29歳のときである。妻すがの父米倉一平の世話で同社に入社したと記
録されている。米倉は当時著名な米相場師で、東京火災の評議委員をしていた。植物学者とし
て学習院教授をつとめるより保険会社の重役が長松にとって将来有利であると判断したためか、
あるいは学界に留まることのできない、何らかの理由のため実業界に転じたかのいずれかであ
ろう。長松が死ぬ迄日本植物学会会員であったという事実は、彼が植物学との縁を断ち切れな
かったことを意味するように思われる。私は鴎外の「衛生談Jから判断し、長松が何らかの理
由、おそらく当時の植物学教室の年長のー教授(この人物も長松の留学期間中の終りにヴュル
ツブルクへ私費留学している)との人間関係により、学界を去ろうと決意したように思う。鴎
外をして、彼同様「学界の失敗者」といわしめた所以であろう。この点は全く私の想像で、現
在のところこの想像を裏付ける証拠はない。
私が長松篤楽という人物に興味をもってからすでに数年を経た。はじめは植物生理学史とい
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う専門的興味によって長松の足跡を調べはじめたのであるが、私はしだいに彼の全く風変わり
な人生そのものにも強くひかれはじめたc いまだに十分な資料が得られないのは残念であるが、
太郎氏未亡人長松治子夫人はじめ、学習院後藤幹保教授、大阪市立大学石附実教授および付属
図書館岸田絹子司書、植物学会石川光絵氏、中川浩一氏、阿部昭彦氏、岩波書庖浦部信義氏、
山口市矢原の皆さん、には多くの貴重な資料や情報の提供を頂いた。この機会に厚く御礼申し
上げる。(保険研究所 ilnsuranceJ3151号、 22-23ペー ジ、 1984)
「シンガポール植物園と郡場寛先生j
はじめに
かねて私はシンガポール植物園を訪ねたいと思っていた。その理由は 2つあった。主には京
都大学理学部植物生理学教授だった郡場寛先生の足跡を尋ねることで、それは「国際生物学賞」
第 1回受賞者となったコーナ一博士(E.J. H. Corner)の「思い出の昭南博物館」によって強
められた私の長年の希望であった。実は数年前、同地へ出かける予定で航空券とホテルまで予
約したが、急に公務が生じたため結局家内だけがシンガポールに行き、私の代わりに植物園を
訪ねた。「私の夫は郡場先生の孫弟子ですjと言って自己紹介したところ、丁重にもてなしてく
れ、記念の印刷物等を頂戴して帰ってきた。そのとき、同植物園では今も郡場先生が忘れられ
ていないことを知った。
同植物園を訪れるもう一つの理由は、同植物園で育成したパラゴムの木、あるいはその子孫
を見たいことであった。イギリスがブラジルからパラゴムの種子を密輸出し、ロンドンのキュ
ー植物園で発芽させた幼植物を植民地製作のためにセイロンやシンガポールに移植した。
たまたま私の大阪市立大学在任中に留学し、私の退官後に後任の神阪盛一郎教授によって学
位を得た陳嘉寿君がシンガポールにおり、一度来てほしいと言っていたので、今年の正月休み
に同地を訪れた。
1.シンガポール植物園
日本、とくに大阪の好きな陳嘉寿君は半ズボンに下駄履きで私たちのホテルへ迎えに現われ
た。そして、彼の車で今や 50ヘクタールを越す敷地を誇るシンガポール植物園を訪れたのは 1
月8日であった。嘉寿君の友人で同植物園の事務官である Yee嬢の紹介で、副園長に会った。植
物園の人達は郡場先生の名を聞くとニコニコし、大変丁重に応対してくれ、半世紀を経た今も
植物園の人たちが先生を尊敬し、そして先生に親しみをもっていることが肌身に感じられた。
コーナー博士や郡場先生の時代のまま残っている研究棟もあり、「思い出の昭南博物館J173ペ
ージに掲載されている写真の研究室はそのままであった。さらに、戦後建てられた事務棟の廊
下ホールには歴代園長らの写真があり、そこには郡場先生の写真も園長だ、ったホルタム博士や
コーナ一博士ら歴代園長の写真と並んで掲げられていた。
2.郡場先生と“昭南島"
郡場寛先生の人と業績についてここで詳しく述べることはできないが、先生は三好学門下で、
その助手を勤め、東北帝国大学農科大学(札幌)教授をへて外遊の後、 1920年(大正 9年)京
都帝国大学理学部教授(植物生理学講座)となった。 1942年(昭和 17年 9月 26日)60歳の
